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加賀屋に宿泊して 令和元年１２月０９日

オフィス毛利 毛利春雄

１２月４日、ＴＣＣの研修会で、能登・和倉温泉「加賀屋」に宿泊をしました。

いくつか気づいた点と、５日に女将にお話しいただいて気遣われた点がありまとめ

てみました。

気づいた、気づかされた点（順不同）

◇雪駄用のクリップです

風呂場で履き物を脱いで置く棚の前に、番号札を入れた容器があり「雪駄用

のクリップですご利用くださいませ」とありました。クリップの付いた札を雪駄

に付け、同番号の札を自身が持って風呂に行きます。

他人の履き物を履きたくない、と云う気持ちを持たれる方は多いと思います。

チョットした気遣いです。

写真１ 履き物用のクリップ

◇どこからでも声を掛けられる。

お風呂に行こうとしたら、エレベーターを降りたところで「お風呂ですか？」

と声を掛けられました。（お部屋係の仲居さん）

お風呂から上がって、宴会場に向かおうとして１０ｍも歩いたところで、待っ

ていたかのように「このまま宴会に出られますか、一度お部屋に戻られますか」

と声を掛けられました。（お部屋係の仲居さん）

◇部屋の札は一人ずつ

加賀屋に着いてチェックイン（一覧表にサインをする）すると、部屋番号を記

した紙を渡されます。札には、部屋番号（７１２）、宴会場（能登渚亭）、チェ
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ックアウト時間が記してありました。

普通、旅館で何人かが相部屋になる時には、一部屋に一つの札（袋）に連名を記

したものと鍵を一緒に渡されます。

写真２ 部屋番号の札

◇こった造りですが、きれいに掃除されていました。

床の間（写真３）、通路（写真４）、渡り廊下、バー（写真５）等々、歩いた所

はそれなりに凝った造りで、きれいな展示物で飾られていました。

Ｔ社長は、展示物に見とれてガラスに気付かずに頭をぶつけたそうです。言われて

みて注意すると、風呂場の窓ガラスでも、展示物でも掃除が行き届いていることに

改めて感心しました。

写真３ 写真４ 写真５

◇何故ゆったりしてるの

最大１ ,０００人入るそうですが、今日は６００人とのことでした。しかし、
多くのお客様が同じような時間に集中すると思うのですが、何故か慌ただしさを
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感じ無いのです。

私達もチェックインが午後５時半過ぎで、風呂に午後６時過ぎ、宴会は６時半

からでした。でも、通路が混雑していた様子もなく、エレベーター前で長く待

つこともなく、風呂にもゆったりと（巨大な浴槽に３～４人）つかれました。

これの答えはありませんが、機会があったら知りたいモノです。

女将の話を聞いて

翌朝、ＴＣＣの集まりで女将（小田絵里香）さんから話を聞かせてもらいました。

あらかじめ、川村さんから質問が出されていたので、これに答える形で話をしてく

ださいました。

創業１１１年、「プロが選ぶ日本のホテル１００選」で連続３６年首位の座にあ

るのは、並大抵の努力では無いと思うのです。

その凝縮されたモノが、ホスピタリティ＆朝礼マニュアルです。

お客様の笑顔を求めて、気遣いをする→気遣いと云う抽象語では伝わらないので

具体例に置き直して実践する→小グループでチェックする。個人目標設定と達成度

の話もされました。

写真６ ホスピタリティ・マニュアル

写真７ 写真８
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写真７は、ＴＣＣで話をする女将（小田絵里香）さん。写真８は。研修会風景。

写真９ 朝礼マニュアル＆振り返りシート

このようなシステムのさわりに触れても、実践できることは多々あるように思い

ました。

最後は、大女将（写真１２）のお見送りを受けて昼食会場に向かいました。

写真１０ 写真１１ 写真１２


